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第１編 調査の概要 

 １ 調査の目的 

この調査は，第９期旭川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和６年度～令和８年度）を策定す

るにあたり，高齢者の心身の状態や自立した生活をおくる上での課題，今後の意向等をより的確に把握する

ことを目的として実施しました。 

 

 ２ 調査対象及び調査方法 

アンケート調査票は，以下の市民を対象に郵送にて実施しました。 

 

調査時期 令和５年２月 

対 象 者 
要介護１～５の認定を受けていない 65歳以上の高齢者 

（一般高齢者と要支援１，２認定者） 

発 送 数 4,382票 

有効回収数 2,516票 

有効回収率 57.4％ 

 

 ３ 留意事項 

①設問には１つのみ答える単数回答（SA：シングルアンサー）と，複数回答（MA：マルチアンサー）がありま

す。ＭＡの集計においては，回答者がその選択肢を選択した割合を算出しています。 

②図表中の n（number of cases）は，回答者数を表します。図表中の割合は，選択肢ごとに小数第二位

で四捨五入しているため，その割合の合計と一致しない場合があります。 

③設問のなかには前問に答えた人のみが回答する「限定設問」があり，その設問においては表中の回答者

数が全体より少なくなっています。 

④その他意見については，代表的なものをまとめています。 

⑤経年比較で引用している前回調査とは，令和元年度に実施した「旭川市介護予防・日常生活圏域ニーズ

調査」を指します。 

⑥図表中において複数回答における無回答を省略している箇所があります。 

⑦第８期計画策定時からの経年変化を見るため，次の前回調査結果と比較します。 

■前回調査の概要 

調査時期 令和２年２～４月 

発 送 数 4,400票（対象者は今回調査と同様） 

有効回収数 2,762票 

有効回収率 62.8％ 
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21.8 27.1 22.2 27.7 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上 無回答

44.4 55.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

男性 女性 無回答

 

第２編 調査結果 

 

年 齢          
 

  人数（人） 割合（％） 

65-74 歳 1,229  48.8 

75-84 歳 947  37.6 

85 歳以上 311  12.4 

無回答 29  1.2 

合計 2,516  100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

性 別 
 

  人数（人） 割合（％） 

男性 1,117  44.4 

女性 1,389  55.2 

無回答 10  0.4 

合計 2,516  100.0 
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8.6%

7.3%

8.7%

9.9%

8.9%

5.6%

11.2%

7.6%

9.4%

10.6%

12.2%

0% 5% 10% 15%

中央

豊岡

東旭川・千代田

東光

新旭川・永山南

永山

末広・東鷹栖

春光・春光台

北星・旭星

神居・江丹別

神楽・西神楽

n=2,516

86.9 5.1

2.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

非該当(自立) 要支援1 要支援2 無回答

要介護度 

 

  人数（人） 割合（％） 

非該当(自立) 2,187  86.9 

要支援 1 128  5.1 

要支援 2 63  2.5 

無回答 138  5.5 

合計 2,516  100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 
 

  人数（人） 割合（％） 

中央 217 8.6 

豊岡 184  7.3 

東旭川・千代田 218  8.7 

東光 249  9.9 

新旭川・永山南 223  8.9 

永山 142  5.6 

末広・東鷹栖 282  11.2 

春光・春光台 192  7.6 

北星・旭星 236  9.4 

神居・江丹別 266  10.6 

神楽・西神楽 307  12.2 

合計 2,516  100.0 
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問１ あなたのご家族や生活状況について 

（１）家族構成をお教えください（ＳＡ） 
 

 家族構成については，全体では「１人暮らし」の割合が 22.0％となっています。年齢別にみると，８０歳以上

になると「１人暮らし」の割合が増加しており，28.1％となっています。 

 

 

（２）あなたは，普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（ＳＡ） 

 

 本アンケートは要介護１～５の方は対象ではないこともあり，「介護・介助は必要ない」と回答した方が多くを

占めており，全体の 84.7％となっています。年齢別にみると，高齢になるにつれ「介護・介助は必要ない」の

割合が減少しており，８０歳以上においては 67.3％となっています。 

 

  

22.0

22.4

18.5

18.2

28.1

48.1

43.2

55.4

55.5

39.4

4.6

10.8

4.5

1.8

1.6

11.6

8.2

10.9

12.0

14.8

12.0

14.2

10.1

10.9

12.9

1.8

1.1

0.6

1.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

1人暮らし 夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下) 息子・娘との2世帯

その他 無回答

84.7

94.3

92.5

88.2

67.3

8.2

3.8

5.1

5.9

16.8

3.9

0.4

1.3

2.0

10.5

3.1

1.5

1.0

3.9

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

介護・介助は必要ない 何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている 無回答
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9.8%

9.5%

8.5%

5.9%

11.5%

3.3%

3.6%

8.5%

2.3%

6.6%

11.1%

7.5%

22.0%

17.7%

1.0%

18.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

脳卒中(脳出血・脳梗塞等)

心臓病

がん(悪性新生物)

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患(透析)

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答

n=305

22.4%

20.4%

37.8%

11.2%

5.1%

0.0%

29.6%

12.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者(夫・妻)

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答
n=98

【（２）において「介護・介助は必要ない」以外の方のみ対象】 

① 介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（ＭＡ） 

 

 「高齢による衰弱」を原因と回答した方の割合が 22.0％と最も高く，次いで「その他」と回答した方の割合

が 17.7％と高くなっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（２）において「現在，何らかの介護を受けている」方のみ対象】 

② 主にどなたの介護・介助を受けていますか（ＭＡ） 

 

 何らかの介護を受けている方の中では，「娘」の介護・介助を受けていると回答した方の割合が 37.8％と最

も高く，次いで「介護サービスのヘルパー」の割合が 29.6％と高くなっています。    

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・脊柱管狭窄症      

・高血圧      

・腰痛 

・身体障がい     など 

「その他」の代表的なもの 

・デイサービス 

など 
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（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか（ＳＡ） 

 

【経年比較】 

 経済状況が苦しいと回答した方（「大変苦しい」と「やや苦しい」）は，全体では 38.6％となっています。前回

調査との比較では，経済状況が苦しいと回答した方の割合が増加しています。物価高騰等の経済状況の変

化が，高齢者の生活の負担になっていることがうかがえます。  

 

 

【年齢別】 

 年齢別にみると，70～74歳が他の年齢層よりわずかに経済状況が苦しいと回答した方の割合が高くなっ

ていますが，全体としては大きな傾向の差はみられません。  

 

 

 

  

9.2

7.1

29.4

25.5

49.8

55.1

4.7

6.2

0.6

1.1

6.4

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

9.2

7.8

9.4

10.9

8.6

29.4

29.6

32.4

26.7

29.2

49.8

49.6

47.8

50.8

51.1

4.7

5.8

4.1

4.8

4.0

0.6

0.4

1.0

0.4

0.4

6.4

6.8

5.3

6.4

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答
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59.1

59.3

20.0

19.1

16.3

15.9

4.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

77.2

76.2

9.2

9.7

9.3

9.2

4.3

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

問２ からだを動かすことについて 

 

（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が全体では 59.1％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向

の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が全体では 77.2％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 
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72.4

72.4

15.9

15.9

7.8

7.3

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

12.8

13.5

27.8

28.2

55.8

55.0

3.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

何度もある １度ある ない 無回答

（３）15 分位続けて歩いていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が全体では 72.4％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）過去 1 年間に転んだ経験がありますか（ＳＡ） 

 

 「ない」と回答した方が全体では 55.8％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみら

れません。 
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16.3

14.8

38.3

36.3

26.7

27.8

14.8

16.7

4.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

とても不安である やや不安である あまり不安でない 不安でない 無回答

7.4

5.5

18.7

16.4

44.6

46.1

25.5

29.4

3.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

ほとんど外出しない 週１回 週2～4回 週5回以上 無回答

（５）転倒に対する不安は大きいですか（ＳＡ） 

 

 不安があると回答した方（「とても不安である」と「やや不安である」）は，全体では 54.6％となっています。

前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）週に 1 回以上は外出していますか（ＳＡ） 

 

 「ほとんど外出しない」と回答した方が，全体では 7.4％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 
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5.8

4.7

31.6

25.2

30.2

32.2

28.7

35.3

3.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 無回答

39.4

23.9

57.8

73.2

2.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい（控えている） いいえ（控えていない） 無回答

（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか（ＳＡ） 

 

 減っていると回答した方（「とても減っている」と「減っている」）は，全体では 37.4％となっています。前回調

査との比較では，減っていると回答した方の割合はわずかに増加しています。 

※「昨年と比べて」の設問であることから，前回調査は新型コロナウイルス感染症拡大以前の外出頻度を回答しています。新型コ

ロナウイルス感染症拡大中とその後という比較ではないため，この結果から新型コロナウイルス感染症の外出への影響は，必

ずしも読み取れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外出を控えていますか（ＳＡ） 

 

 控えていると回答した方は，全体では 39.4％となっています。前回調査との比較では，控えていると回答

した方の割合は増加しています。増加幅が大きく，高齢化だけでなく，新型コロナウイルス感染症の影響があ

るものと考えられます。 
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8.7%

1.5%

35.4%

9.0%

5.2%

4.0%

17.5%

9.6%

9.1%

41.2%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

n=991

【（８）で「はい」（外出を控えている）の方のみ対象】 

① 外出を控えている理由は，次のどれですか（ＭＡ） 

 

 「その他」を原因と回答した方の割合が 41.2％と最も高く，次いで「足腰などの痛み」と回答した方の割合が

35.4％と高くなっています。「その他」についての記述回答では，新型コロナウイルス感染症を原因とする方

がほとんどを占めていました。 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・コロナのため（※多数）     ・雪道のため     ・冬なので      など 
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（９）外出する際の移動手段は何ですか（ＭＡ） 

 

 「徒歩」と回答した方の割合が 55.0％と最も高く，次いで「自動車（自分で運転）」，「路線バス」と回答した

方の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

55.0%

23.6%

0.5%

49.4%

27.1%

1.3%

32.7%

1.1%

0.3%

0.1%

0.5%

19.4%

1.2%

3.7%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

無回答

n=2,516

「その他」の代表的なもの 

・杖     

・子供や友人の送迎   など 
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【年齢別】 

 年齢別にみると，高齢になるにつれ「自動車（自分で運転）」と回答した方の割合が減少しています。一方

で，「自動車（人に乗せてもらう）」，「路線バス」，「タクシー」と回答した方の割合は，高齢になるにつれ増加し

ています。 

 

 人数 

割合（％） 

徒歩 自転車 バイク 

自動車

（自分で

運転） 

自動車 

(人に乗せ

てもらう) 

電車 路線バス 

全体 2,516 55.0 23.6 0.5 49.4 27.1 1.3 32.7 

65 歳～69 歳 548 53.8 24.8 0.7 72.3 20.3 1.8 23.7 

70 歳～74 歳 682 57.2 24.9 1.0 57.8 25.8 1.5 32.4 

75 歳～79 歳 559 58.5 27.4 0.2 46.7 29.7 1.8 36.1 

80 歳以上 698 51.7 18.9 0.0 25.9 30.8 0.3 37.8 

 

 人数 

割合（％） 

病院や施

設のバス 
車いす 

電動車い

す(カート) 

歩行器・

シルバー

カー 

タクシー その他 無回答 

全体 2,516 1.1 0.3 0.1 0.5 19.4 1.2 3.7 

65 歳～69 歳 548 0.0 0.4 0.0 0.2 9.9 0.7 2.9 

70 歳～74 歳 682 0.6 0.1 0.0 0.0 14.5 0.6 3.1 

75 歳～79 歳 559 0.5 0.0 0.2 0.5 19.1 0.9 3.2 

80 歳以上 698 2.9 0.7 0.1 1.3 31.7 2.4 4.7 
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【地区別】 

 地区別にみると，中央地区において「徒歩」の割合が特に高くなっており，「自動車（自分で運転）」が低くなっ

ています。徒歩で移動できる範囲に，買い物や通院のできる環境があることがうかがえます。 

 また東旭川・千代田地区において「徒歩」，「路線バス」，「タクシー」の割合が低く，「自動車（自分で運転）」が

高くなっています。農地の多い広大な地区であるため，自動車依存度が高いことがうかがえます。 

 

 人数 

割合（％） 

徒歩 自転車 バイク 

自動車

（自分で

運転） 

自動車 

(人に乗せ

てもらう) 

電車 路線バス 

全体 2,516 55.0 23.6 0.5 49.4 27.1 1.3 32.7 

中央 217 67.3 27.2 0.0 38.2 22.6 1.4 32.7 

豊岡 184 54.9 21.2 0.5 47.3 27.2 0.0 33.7 

東旭川・千代田 218 42.7 17.4 0.9 57.3 23.4 0.0 21.1 

東光 249 58.2 24.5 0.0 45.0 28.1 0.0 32.5 

新旭川・永山南 223 56.1 22.0 0.0 50.2 25.6 2.2 32.7 

永山 142 52.1 28.2 0.0 52.8 32.4 2.1 26.8 

末広・東鷹栖 282 56.0 28.7 0.4 54.6 26.6 0.4 34.8 

春光・春光台 192 53.1 20.8 1.0 53.6 28.6 1.6 41.7 

北星・旭星 236 53.0 25.4 1.3 43.6 24.6 0.8 35.2 

神居・江丹別 266 52.3 20.3 0.0 45.9 33.1 0.0 35.3 

神楽・西神楽 307 57.0 24.1 1.0 54.1 26.7 4.9 31.6 

 

 人数 

割合（％） 

病院や施

設のバス 
車いす 

電動車い

す(カート) 

歩行器・

シルバー

カー 

タクシー その他 無回答 

全体 2,516 1.1 0.3 0.1 0.5 19.4 1.2 3.7 

中央 217 1.8 0.9 0.0 0.0 27.2 1.8 0.0 

豊岡 184 0.5 0.5 0.0 0.5 19.6 1.6 0.0 

東旭川・千代田 218 1.8 0.0 0.0 0.5 13.3 0.9 0.0 

東光 249 1.2 0.4 0.8 0.0 21.3 0.8 0.0 

新旭川・永山南 223 0.0 0.9 0.0 0.4 24.7 1.3 0.0 

永山 142 2.1 0.0 0.0 0.7 10.6 2.1 0.0 

末広・東鷹栖 282 1.1 0.0 0.0 0.4 11.7 1.1 0.0 

春光・春光台 192 1.6 0.0 0.5 2.1 18.2 1.0 0.0 

北星・旭星 236 0.0 0.0 0.0 0.4 26.3 1.3 0.0 

神居・江丹別 266 0.8 0.4 0.0 0.8 20.3 2.3 0.0 

神楽・西神楽 307 1.3 0.3 0.0 0.3 18.6 0.0 0.0 
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56.8%

18.1%

13.1%

4.7%

5.4%

2.0%

0.8%

6.3%

3.3%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ない

外で歩くこと

自分で自転車や自動車を運転すること

送迎してくれる人がいないこと

駅やバス停まで遠いこと

介助者がいないこと

杖や歩行器等がないこと

経済的負担が大きいこと

その他

無回答

n=2,516

（10）外出する際の移動に関して不安に思うことはありますか（ＭＡ） 

 

「ない」と回答した方の割合が 56.8％と最も高く，次いで「外で歩くこと」，「自分で自転車や自動車を運転す

ること」の順に回答した方の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・バスの本数が少ない    

・冬場の路面状況    など 
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34.1

30.8

62.0

64.1

3.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

問３ 食べることについて 

 

（１）身長・体重 

 

 回答のあった身長・体重をもとに，ＢＭＩを算出したところ，以下の結果となりました。 

 普通体重の方が全体では 64.9％となっていますが，18.5未満（低体重）の方が 6.4％，25.0以上（肥満

1度以上）の方が 23.5％となっています。年齢別にみると，80歳以上において２５.０以上の割合が低くなっ

ていますが，無回答の割合も高くなっているため，低体重傾向とは言い切れません。 

 

 

（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか（ＳＡ） 

 

 食べにくくなったと回答した方が，全体では 34.1％となっています。前回調査との比較では，食べにくくな

ったと回答した方の割合はわずかに増加しています。 

 

 

 

 

  

6.4

6.2

6.5

5.5

7.2

64.9

63.5

66.1

65.8

63.8

23.5

27.7

24.5

24.3

19.2

5.2

2.6

2.9

4.3

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

18.5未満 18.5以上25.0未満 25.0以上 無回答
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34.2

29.1

62.1

66.3

3.7

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

33.0

31.2

62.8

63.8

4.2

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

（３）お茶や汁物等でむせることがありますか（ＳＡ） 

 

 むせることがあると回答した方が，全体では 34.2％となっています。前回調査との比較では，むせることが

あると回答した方の割合はわずかに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）口の渇きが気になりますか（ＳＡ） 

 

 気になると回答した方が，全体では 33.0％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化は

みられません。 
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13.4

11.7

81.9

82.3

4.7

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

14.1

13.0

21.9

22.8

43.8

45.5

12.2

10.6

8.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

（５）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください（ＳＡ） 

（成人の歯の総本数は，親知らずを含めて 32 本です） 

 

 歯の数が 20本以上と回答した方の合計は，全体では 36.0％となっています。前回調査との比較では，

大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか（ＳＡ） 

 

 体重減少があったと回答した方が，全体では 13.4％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向

の変化はみられません。 
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49.0

49.6

6.8

7.2

14.1

16.5

14.5

13.0

11.2

7.1

4.4

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 無回答

（７）どなたかと食事をともにする機会はありますか（ＳＡ） 

 

 「毎日ある」と回答した方が，全体では 49.0％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化

はみられません。 
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45.7

42.6

48.8

52.1

5.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

82.5

82.8

13.9

12.5

3.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

20.1

22.2

76.3

73.4

3.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

問４ 毎日の生活について 

 

（１）物忘れが多いと感じますか（ＳＡ） 

 

 物忘れが多いと感じると回答した方が，全体では 45.7％となっています。前回調査との比較では，物忘れ

が多いと感じると回答した方の割合はわずかに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自分で電話番号を調べて，電話をかけることをしていますか（ＳＡ） 

 

 電話をかけると回答した方が，全体では 82.5％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変

化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今日が何月何日かわからない時がありますか（ＳＡ） 

 

 わからない時があると回答した方が，全体では 20.1％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 
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74.4

78.2

15.3

12.0

6.2

5.5

4…

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

81.7

81.2

10.5

10.8

4.1

3.7

3.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

71.5

70.0

19.1

20.7

5.8

5.0

3.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

（４）バス等を使って 1 人で外出していますか（自家用車でも可）（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が，全体では 74.4％となっています。前回調査との比較では，「できる

し，している」と回答した方がわずかに減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）自分で食品・日用品の買物をしていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が，全体では 81.7％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自分で食事の用意をしていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が，全体では 71.5％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 
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78.7

79.5

13.8

13.2

3.5

3.1

4.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

81.4

79.1

11.3

13.6

3.7

3.3

3.6

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

87.1

86.9

8.3

8.6

4.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

（７）自分で請求書の支払いをしていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が，全体では 78.7％となっています。前回調査との比較では，大きな

傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）自分で預貯金の出し入れをしていますか（ＳＡ） 

 

 「できるし，している」と回答した方が，全体では 81.4％となっています。前回調査との比較では，大きな傾

向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか（ＳＡ） 

 

 書類を書けると回答した方が，全体では 87.1％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変

化はみられません。 
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69.8

69.4

21.6

19.6

8.6

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

趣味あり 思いつかない 無回答

51.5

56.0

36.1

29.6

12.4

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

生きがいあり 思いつかない 無回答

（10）趣味はありますか（ＳＡ） 

 

 趣味があると回答した方が，全体では 69.8％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化

はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）生きがいはありますか（ＳＡ） 

 

 生きがいがあると回答した方が，全体では 51.5％となっています。前回調査との比較では，生きがいがあ

ると回答した方の割合が，わずかに減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表的な生きがい 

・孫やひ孫の成長、孫やひ孫と会うこと     ・旅行        

・趣味         ・家族            ・仕事                   など 

代表的な趣味 

・パークゴルフ    ・編み物、手芸     ・ガーデニング、園芸    ・カラオケ  

など 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

「筋肉ちょきんクラブ」「認知症予防教

室」など、介護予防のための通いの場

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

左記のいずれかの活動の参加頻度

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

問５ 地域での活動について 

 

（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか（ＳＡ） 

 

 週１回以上参加している方の割合が最も高いのは「収入のある仕事」（19.7%）で，次いで「スポーツ関係の

グループやクラブ」の割合（15.5%）が高くなっています。いずれかの活動に週１回以上参加している方の割合

は，42.1％となっています。 

 

n=2,516 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ 

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ 

趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ 

学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル 

「
筋
肉
ち
ょ
き
ん
ク
ラ
ブ
」「
認
知
症
予
防
教

室
」
な
ど
、
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場 

老
人
ク
ラ
ブ 

町
内
会
・
自
治
会 

収
入
の
あ
る
仕
事 

左
記
の
い
ず
れ
か
の
活
動
の
参
加
頻
度 

週４回以上 0.7  2.5 1.3 0.2 0.2 0.3 0.3 14.0 18.0  

週２～３回 1.6  7.0 4.5 0.6 1.0 1.2 0.6 4.5 14.1  

週１回 2.1  6.0 6.4 1.8 2.0 0.8 0.9 1.2 10.0  

月１～３回 3.9  3.2 6.5 3.1 0.7 0.7 3.0 1.4 7.2  

年に数回 6.1  2.8 4.3 2.0 1.0 1.2 22.2 2.4 11.5  

参加していない 67.5  56.6 55.2 66.7 71.9 72.2 51.4 55.6 30.8  

無回答 18.1  21.9 21.8 25.6 23.2 23.5 21.7 20.9 8.3  

週１回以上 4.4 15.5 12.2 2.6 3.2 ２.3 1.8 19.7 42.1 
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7.2

7.7

44.2

44.9

33.9

31.4

4.0

5.0

10.8

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

2.3

2.6

29.6

30.6

52.4

51.2

2.9

3.4

12.8

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

（２）地域住民の有志によって，健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って，いき

いきした地域づくりを進めるとしたら，あなたはその活動に参加者として参加してみ

たいと思いますか（ＳＡ） 

 

 参加者として参加意向があると回答した方（「是非参加したい」と「参加してもよい」）は，全体では 51.4％と

なっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域住民の有志によって，健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って，いき

いきした地域づくりを進めるとしたら，あなたはその活動に企画・運営（お世話役）

として参加してみたいと思いますか（ＳＡ） 

 

 企画・運営として参加意向があると回答した方（「是非参加したい」と「参加してもよい」）は，全体では

31.9％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 
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52.3%

14.7%

34.9%

30.6%

10.1%

40.2%

2.8%

4.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

n=2,516

50.6%

12.7%

31.0%

31.6%

12.9%

40.8%

2.3%

6.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答
n=2,516

問６ たすけあいについて 

 

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（ＭＡ） 

 

 「配偶者」と回答した方の割合が 52.3％と最も高く，次いで「友人」，「別居の子ども」，「兄弟姉妹・親戚・

親・孫」の順に回答した方の割合が高くなっています。「そのような人はいない」と回答した方が 4.8%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）反対に，あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（ＭＡ） 

 

 「配偶者」と回答した方の割合が 50.6％と最も高く，次いで「友人」，「兄弟姉妹・親戚・親・孫」，「別居の

子ども」と回答した方の割合が高くなっています。「そのような人はいない」と回答した方が 6.5%となっていま

す。 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・仕事仲間     ・ヘルパー           など 

「その他」の代表的なもの 

・仕事仲間     ・知人           など 
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58.9%

17.5%

30.0%

13.2%

1.6%

4.8%

1.4%

7.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答
n=2,516

59.1%

14.5%

22.5%

20.4%

2.9%

7.4%

1.4%

12.6%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答
n=2,516

（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに，看病や世話をしてくれる人（ＭＡ） 

 

 「配偶者」と回答した方の割合が 58.9%と最も高く，次いで「別居の子ども」と回答した方の割合が高くなっ

ています。「そのような人はいない」と回答した方が 7.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）反対に，看病や世話をしてあげる人（ＭＡ） 

 

 「配偶者」と回答した方の割合が 59.1％と最も高く，次いで「別居の子ども」と回答した方の割合が高くなっ

ています。「そのような人はいない」と回答した方が 12.6%となっています。 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・わからない     ・パートナー       など 

「その他」の代表的なもの 

・できない       など 
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9.5

9.3

66.1

63.5

17.7

19.0

2.0

2.3

4.7

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

0.3

0.3

3.2

2.9

29.9

27.8

44.0

43.4

16.3

17.8

6.3

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762

0点 1～3点 4～6点 7～9点 10点 無回答

問７ 健康について 

 

（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか（ＳＡ） 

 

 健康状態がよいと回答した方（「とてもよい」と「まあよい」）は，全体では 75.6％となっています。前回調査

との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたは，現在どの程度幸せですか（ＳＡ） 

（「とても不幸」を 0 点，「とても幸せ」を 10 点として，ご記入ください） 

 

 「7～9点」と回答した方の割合が最も高く，全体の 44.0％となっています。前回調査との比較では，大き

な傾向の変化はみられません。 
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37.5

39.2

55.4

53.4

7.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

24.2

23.6

67.0

67.9

8.7

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

（３）この 1 か月間，気分が沈んだり，ゆううつな気持ちになったりすることがありまし

たか（ＳＡ） 

 

 ゆううつな気持になったことがあると回答した方が，全体の 37.5％となっています。前回調査との比較で

は，大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）この 1 か月間，どうしても物事に対して興味がわかない，あるいは心から楽しめな

い感じがよくありましたか（ＳＡ） 

 

 よくあったと回答した方が全体の 24.2％となっています。前回調査との比較では，大きな変化はみられま

せん。 
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9.5

10.2

1.7

1.6

34.1

31.4

48.7

51.5

6.0

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答

（５）タバコは吸っていますか（ＳＡ） 

 

【経年比較】 

 「もともと吸っていない」と回答した方の割合が最も高く，全体の 48.7％となっており，「ほぼ毎日吸ってい

る」と回答した方は全体の 9.5％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 年齢別にみると，高齢になるにつれ喫煙の頻度は減少しており，８０歳以上になると「ほぼ毎日吸っている」

と回答した方の割合は 4.6％となっています。 

 

 

 

  

9.5

15.7

12.3

6.4

4.6

1.7

2.4

2.5

1.1

0.9

34.1

37.0

37.2

34.2

28.8

48.7

42.3

43.7

52.1

55.9

6.0

2.6

4.3

6.3

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答
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12.0%

41.5%

2.6%

10.9%

13.3%

13.2%

7.0%

7.0%

8.9%

11.4%

2.8%

4.3%

1.6%

1.5%

0.6%

0.7%

14.2%

6.6%

12.4%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

高血圧

脳卒中（脳出血 脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

n=2,516

（６）現在治療中，または後遺症のある病気はありますか（ＭＡ） 

 

 「高血圧」と回答した方が最も高く，41.5％となっています。次いで「目の病気」，「糖尿病」，「高脂血症（脂

質異常）」の順に割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・甲状腺   ・リウマチ   ・腰痛   ・痛風       など 
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問８ 地域包括支援センターについて 

 

（１）高齢者の支援窓口である地域包括支援センターを知っていますか（ＳＡ）     

 

【経年比較】 

知っていると回答した方は全体の 68.2％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみ

られません。 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると，知っていると回答した方の割合に大きな違いはありません。  

 

 

  

68.2

66.1

25.6

29.5

6.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

68.2

68.1

66.6

66.7

70.6

25.6

29.4

29.0

26.5

19.2

6.2

2.6

4.4

6.8

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

はい いいえ 無回答
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68.2

68.4

82.8

76.2

25.6

26.2

10.2

11.1

6.2

5.4

7.0

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,156)

非該当(自立)

(n=2,187)

要支援1

(n=128)

要支援2

(n=63)

はい いいえ 無回答

68.2

68.2

69.5

63.6

25.6

25.7

25.1

25.0

6.2

6.1

5.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

単身世帯

(n=553)

高齢者夫婦世帯

(n=1,210)

その他

(n=753)

はい いいえ 無回答

【要介護度別】 

要介護状態区分別にみると，要支援 1において知っていると回答した方の割合が 82.8％と高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯類型別】 

世帯類型別にみると，知っていると回答した方の割合は，単身世帯と高齢者夫婦世帯で大きな違いはあり

ませんが，その他世帯（息子・娘と同居等）ではやや低くなっています。 
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【地区別】 

地区別にみると，中央地区において知っていると回答した方の割合が 56.2%と低くなっています。中央地

区は，近年のマンションの増加により市内外からの高齢者の転入が多く，町内会未加入者も多いことから，高

齢者にとって重要な情報が届きにくい傾向があるものと考えられます。 

 

 

  

68.2

56.2

67.4

60.1

71.1

74.9

68.3

69.9

66.1

73.3

72.2

68.1

25.6

35.0

23.9

32.6

23.7

20.2

24.6

22.3

29.7

23.3

20.7

27.0

6.2

8.8

8.7

7.3

5.2

4.9

7.0

7.8

4.2

3.4

7.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,516)

中央(n=217)

豊岡(n=184)

東旭川・千代田

(n=218)

東光(n=249)

新旭川・永山南

(n=223)

永山(n=142)

末広・東鷹栖

(n=282)

春光・春光台

(n=192)

北星・旭星

(n=236)

神居・江丹別

(n=266)

神楽・西神楽

(n=307)

はい いいえ 無回答
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17.4

13.6

66.4

57.1

62.6

66.7

23.4

25.4

20.0

19.8

10.2

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,156)

非該当(自立)

(n=2,187)

要支援1

(n=128)

要支援2

(n=63)

ある ない 無回答

55.7%

21.2%

11.9%

16.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

介護保険の申請や利用につ

いての相談

困りごとについての相談

運動教室やサークルの参加に

ついての相談

その他

無回答 n=438

（２）【（１）で「１.はい」の方のみ】 

地域包括支援センターを使用したことはありますか（ＳＡ） 

 

 利用したことがあると回答した方は全体の 17.4％となっています。要介護状態区分別にみると，要支援 1 と

要支援 2においては利用したことがあると回答した割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【（２）で「１．ある」の方のみ】 

どのようなことで利用しましたか（ＭＡ） 

 
「介護保険の申請や利用についての相談」と回答した方の割合が 55.7％と最も高く，次いで「困りごとにつ

いての相談」と回答した方の割合が高くなっています。 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「その他」の代表的なもの 

・親の介護について     

・家族の介護について 

・デイサービスについて                  など 
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66.4

67.9

60.9

61.9

20.9

20.8

21.1

17.5

12.7

11.3

18.0

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,156)

非該当(自立)

(n=2,187)

要支援1

(n=128)

要支援2

(n=63)

思う 思わない 無回答

16.4

18.2

16.1

20.2

12.3

73.3

75.9

76.7

70.7

70.1

3.0

3.3

2.1

2.9

3.9

7.4

2.6

5.1

6.3

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

よく知っている 言葉は聞いたことはあるが、詳しくは知らない 聞いたことがない 無回答

問９ 在宅医療について 

 

（１）在宅医療について知っていますか（ＳＡ） 

 

 「よく知っている」と回答した方は全体の 16.4％，「言葉は聞いたことはあるが，詳しくは知らない」と回答し

た方は全体の 73.3％となっています。年齢別でみると，８０歳以上の認知度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）通院できなくなったとき，自宅で訪問診療を受けたいと思いますか（ＳＡ） 

 

 受けたいと思うと回答した方は全体の 66.4％，受けたいと思わないと回答した方は全体の 20.9％となっ

ています。要介護状態区分別にみると，非該当(自立)において，わずかに割合が高くなっています。 
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16.6%

6.2%

10.6%

23.2%

38.5%

45.9%

4.1%

9.3%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家のこと

相続のこと

葬儀のこと

家族のこと

重い病気になった後のこと

判断能力がなくなった後のこと

その他

なし

無回答

n=2,516

問 10 将来の不安について 

 

（１）将来に向けて不安に思っていることは何ですか（ＭＡ） 

 

 「判断能力がなくなった後のこと」と回答した方の割合が最も高く，45.9％となっています。次いで「重い病

気になった後のこと」，「家族のこと」の順に割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・経済的なこと        ・家族のこと  

・年金             ・除雪            など 
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21.7

20.7

36.9

37.9

40.5

41.1

13.0

12.4

4.7

4.6

8.5

6.3

0.8

0.7

0.3

0.1

25.6

23.9

34.3

33.3

6.8

9.1

7.0

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

（n=2,516）

希望（前回調査）

（n=2,762）

実際はどうなる

と思うか

（n=2,516）

実際はどうなる

と思うか（前回

調査）

（n=2,762）

病院 自宅 老人ホーム等の施設 その他 分からない 無回答

問 11 最期を迎える場所について 

 

（１）希望としては，どこで最期を迎えたいとお考えですか（ＳＡ） 

 

 

（２）現状では，実際に最期を迎えられる場所はどこになると思われますか（ＳＡ） 

 

 希望としては「自宅」と回答した方の割合が 40.5％と最も高く，「分からない」と回答した方の割合は，

25.6％でした。 

 実際はどうなると思うかでは，「病院」と回答した方の割合が 36.9％と最も高く，「分からない」と回答した方

の割合は，34.3％でした。 

いずれも前回調査との比較では，大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望の「その他」の代表的なもの 

・どこでもよい        ・路上            など 

実際はどうなると思うかの「その他」の代表的なもの 

・状況による        ・不明            など 
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7.9

9.0

20.5

19.8

10.2

10.3

16.9

21.1

30.4

24.6

14.1

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

現在も参加している 過去に参加したことがある

興味はあるが、参加する方法が分からない 興味はあるが、体調等の理由で参加できない

参加したことはなく、興味もない 無回答

7.9

8.8

9.1

9.5

4.7

20.5

23.9

16.9

21.1

21.2

10.2

14.1

12.6

9.1

5.7

16.9

10.8

17.4

18.6

19.6

30.4

36.3

32.0

27.4

26.9

14.1

6.2

12.0

14.3

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳以上

現在も参加している 過去に参加したことがある

興味はあるが、参加する方法が分からない 興味はあるが、体調等の理由で参加できない

参加したことはなく、興味もない 無回答

問 12 ボランティア活動について 

 

（１）ボランティア活動に参加したことはありますか（ＳＡ） 

 

【経年比較】 

 「現在も参加している」と回答した方の割合が，7.9%となっています。また「興味はあるが，参加する方法が

分からない」と回答した方の割合は 10.2％となっています。前回調査との比較では，「参加したことはなく，興

味もない」と回答した方の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 年齢別にみると，「現在も参加している」と回答した方の割合は 80歳以上になると低くなっています。「参加

したことはなく，興味もない」と回答した方の割合は，年齢が低いほど高く，65歳～69歳では 36.3%となっ

ています。高齢になると無回答の割合も増加するため，年齢とボランティアへの意欲に明らかな関係があると

は言い切れません。 
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7.4%

7.0%

2.7%

3.7%

54.4%

24.8%

0% 20% 40% 60%

サロンやイベントの参加や支援

お話相手や見守り等の生活支援

お誘いや同行等の同行支援

その他

なし

無回答

n=2,516

10.3

14.6

18.8

17.4

60.5

58.8

10.3

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

受けたい 受けたくない 分からない 無回答

（２）参加してみたいボランティア活動はありますか（ＭＡ） 

 

 「なし」と回答した方が，54.4％と半数を超える結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）現在又は将来，ボランティアによる支援を受けたいと思いますか（ＳＡ） 

 

 「分からない」と回答した方の割合が 60.5％と最も高く，次いで「受けたくない」と回答した方の割合が

18.8％と高くなっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・町内活動        ・子育て支援  

・わからない                        など 
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10.8%

15.4%

10.4%

47.4%

45.5%

6.8%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談先が分からない

ボランティアにどのようなことをしてもらえるのかが分からない

ボランティアでは信頼性に欠ける

ボランティアにお願いすることを負担に感じる

公的サービスや民間サービスを利用したい

その他

無回答

n=473

（４）【（３）で「２．受けたくない」の方のみ】 

受けたくない理由は何ですか（ＭＡ） 

 

 「ボランティアにお願いすることを負担に感じる」と回答した方の割合が 47.4％と最も高く，次いで「公的サ

ービスや民間サービスを利用したい」と回答した方の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・必要ない   ・自力でやりたい       など 
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14.1

14.1

62.0

61.3

16.1

16.8

1.0

2.2

6.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない 無回答

18.3%

39.8%

49.6%

19.2%

32.7%

12.9%

8.7%

30.0%

36.5%

9.2%

18.4%

15.7%

0% 20% 40% 60%

認知症になっても、できないことを自ら工夫して補いながら、今ま

で暮らしてきた 地域で 今までどおり自立的に生活できる

認知症になっても、医療・介護等のサポートを利用しながら 今ま

で暮らしてきた 地域で生活していける

認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入っ

てサポートを利用 する必要がある

認知症になると、暴言，暴力など周りの人に迷惑をかけてしまう

ので、今まで暮らし ていた地域で生活することが難しくなる

認知症になると、症状が進行していき 何もできなくなってしまう

無回答

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

問 13 認知症について 

 

（１）認知症について，どの程度知っていますか（ＳＡ） 

 

 知っている（「よく知っている」，「ある程度知っている」）と回答した方の割合が 76.1%，知らない（「あまり

知らない」，「全く知らない」）と回答した方の割合は，17.1％となっています。前回調査との比較では，大き

な傾向の変化はみられません。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認知症について，どのようなイメージを持っていますか（ＭＡ） 

 

 「認知症になると，身の回りのことができなくなり，介護施設に入ってサポートを利用する必要がある」と回答

した方の割合が 49.6％と最も高く，次いで「認知症になっても，医療・介護等のサポートを利用しながら，今

まで暮らしてきた地域で生活していける」と回答した方の割合が高くなっています。前回調査との比較では，全

体的に回答した割合が高くなっており，認知症について調べたり考えたりする高齢者が増加していることがう

かがえます。 
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83.5

84.5

8.9

8.7

7.6

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

ある ない 無回答

54.9%

81.9%

49.6%

31.7%

6.4%

2.3%

1.4%

56.4%

80.9%

51.9%

31.3%

7.2%

1.2%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気のこと

介護のこと

経済的なこと

家族との関係

地域との関係

その他

無回答

今回調査

(n=2,102)

前回調査

(n=2,334)

（３）あなたや家族が認知症になったとき，不安に思うことはありますか（ＳＡ） 

 

 「ある」と回答した方の割合が 83.5％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）【（３）で「１．ある」の方のみ】 

不安に思うことは何ですか（ＭＡ） 

 

 「介護のこと」と回答した方の割合が 81.9％と最も高く，次いで「病気のこと」，「経済のこと」と回答した方

の割合が高くなっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「その他」の代表的なもの 

・一人の生活への不安 

・家族への負担         など 
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36.8%

10.3%

26.9%

20.6%

11.7%

9.9%

30.0%

10.0%

33.8%

17.5%

8.3%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40%

認知症や相談先などについて

理解しているから

私や家族は、認知症にならないと思うから

身近に認知症の人がいないので、

実感がないから

私や家族が認知症になることについて、

十分に考えたことがないから

その他

無回答

今回調査

(n=223)

前回調査

(n=240)

（４）【（３）で「２．ない」の方のみ】 

不安に思わない理由は何ですか（ＭＡ） 

 

 「認知症や相談先などについて理解しているから」と回答した方の割合が 36.8％と最も高く，次いで「身近

に認知症の人がいないので，実感がないから」と回答した方の割合が高くなっています。 

 前回調査との比較では，「認知症や相談先などについて理解しているから」の割合が増加する一方で，「身

近に認知症の人がいないので，実感がないから」が減少しています。認知症への理解や関心が高まっている

ことがうかがえます。 

 

 

  

「その他」の代表的なもの 

・介護施設に入るから 

・介護の経験があるから   など 
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11.7

12.1

82.9

82.5

5.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

29.9

30.0

64.6

64.2

5.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=2,516)

前回調査

(n=2,762)

はい いいえ 無回答

問 14 認知症にかかる相談窓口の把握について 

 

（１）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか（ＳＡ） 

 

 本アンケートは要介護１～５の方は対象ではないこともあり，「はい」と回答した方が全体の 11.7％となって

います。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認知症に関する相談窓口を知っていますか（ＳＡ） 

 

 知っていると回答した方が全体の 29.9％となっています。前回調査との比較では，大きな傾向の変化はみ

られません。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



46 

52.2%

81.1%

9.9%

16.5%

54.9%

3.6%

20.3%

13.2%

6.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットのニュースを読む

メールやＬＩＮＥなどのやりとり

ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブックなど）

インターネットで買い物

インターネットで調べもの

オンライン講座・会議

音楽を聴く

その他

とくにない

無回答

n=1,549

61.6

86.1

73.6

56.4

34.4

34.6

11.5

23.8

39.4

59.9

3.9

2.4

2.6

4.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=2,516)

65歳～69歳

(n=548)

70歳～74歳

(n=682)

75歳～79歳

(n=559)

80歳以上

(n=698)

持っている 持っていない 無回答

問 15 スマートフォンの利用について 

 

（１）スマートフォンを持っていますか（ＳＡ） 

 

 「持っている」と回答した方が全体の 61.6％となっています。年齢別にみると，高齢になるにつれ「持ってい

る」と回答した方の割合が減少しており，80歳以上においては 34.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【（１）で「１．持っている」の方のみ】  

スマートフォンを主にどのようなことに利用していますか（ＭＡ） 

 

 「メールやＬＩＮＥなどのやりとり」と回答した方の割合が 81.1％と最も高く，次いで「インターネットで調べも

の」，「インターネットのニュースを読む」の順となっています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「その他」の代表的なもの 

・ゲームをする   ・通話   ・動画を見る   ・写真を撮る     など 
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32.9%

62.5%

22.8%

19.2%

6.3%

6.7%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

使い方がわからない、不安

特に必要性を感じていない

購入や利用にかかる料金が高額である

情報漏洩や詐欺被害等のトラブルが不安

どこで何を購入すればよいかわからない

その他

無回答

n=967

 

（３）【（１）で「２．持っていない」の方のみ】  

スマートフォンを持っていない理由は何ですか（ＭＡ） 

 

 「特に必要性を感じていない」と回答した方の割合が 62.5％と最も高く，次いで「使い方がわからない，不

安」，「購入や利用にかかる料金が高額である」の順に回答した方の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「その他」の代表的なもの 

・ガラケーを使用している  

・耳が聞こえにくい為     など 
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第３編 まとめと考察 

 

１ 家族や生活状況について 
 

（１）家族構成 

３世代世帯は全体の約１割で，高齢者世帯のほとんどがひとり暮らしか高齢者夫婦のみとなっていま

す。少子高齢化・核家族化が進む中，今後さらに１人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の増加が見込ま

れます。高齢者の社会的孤立を防ぐために，地域における見守りの充実などの必要性が高まっています。 

 

（２）経済状況 

前回調査と比較して，経済状況が苦しいと回答した方の割合が増加しています。物価高騰等の家計へ

の影響があらわれているものと考えられます。年齢・要介護状態・地区等の属性による傾向の違いはみら

れなかったことから（本報告書に未掲載の集計を含む），特定の属性の課題ではなく，高齢者全体の課題

として経済的支援を検討していく必要があります。 

 

２ からだを動かすことについて 
 

（１）外出状況 

前回調査と比較して，外出を控えている方が増加しています。控えている理由としては，足腰の痛みや

新型コロナウイルス感染症をあげる方が多数でした。 

本アンケート実施後に，新型コロナウイルス感染症は５類感染症へ移行し，社会的な行動制限がかかる

こともなくなりました。今後，高齢者の外出促進のために，地域におけるつどいの場を再開していく必要が

ありますが，高齢者の感染症への不安がすぐに解消するわけではなく，感染症対策等の配慮を行い，安

心して参加できる場づくりに努めるよう，周知啓発していく必要があります。 

 

（２）移動手段 

外出する際の移動手段について，高齢になるにつれ自動車運転が減少し，自動車に乗せてもらう，路線

バス，タクシーを利用する傾向があります。しかし，８０歳以上であっても約３割が自動車運転をしていま

す。 

地区による傾向もみられ，中央地区では自動車依存度が他地区より低く，買い物や通院などの生活に

必要な移動を徒歩で行えることがうかがえます。その一方で，東旭川・千代田地区では自動車依存度が

高くなっています。農地の多い広大な地区であり，路線バスやタクシーが十分に利用できる状況ではない

ことが要因と考えられます。 

加齢に伴う認知機能の低下があるため，免許返納を推進することは必要ですが，地区によってはそれ

までの生活の継続が難しくなるため，移動支援や住替え支援などの取組みを検討する必要があります。 

 

３ 食べることについて 
 

前回調査と比較して栄養低下リスクの変化はみられませんでしたが，一方で，固いものが食べにくくなる，

お茶や汁物等でむせることがあると回答した方の割合が増加しており，口腔機能低下リスクの増加が見られ

ます。口腔ケアは日常的に取組むことが重要であるため，継続的に啓発をしていく必要があります。 
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４ 毎日の生活・地域での活動について 
 

前回調査と比較して認知機能低下リスクに大きな変化はありません。引き続き，認知機能を維持していく

ために，外出や地域における活動への参加を促進する必要があります。 

週１回以上地域での活動に参加している割合は約４割となっており，前回調査と大きな変化はありませ

ん。参加しやすい地域活動の促進を図り，高齢者の積極的な外出や生きがいづくりを支援していく必要があ

ります。 

 

５ たすけあいについて 
 

心配事や愚痴を話し合ったり，病気の時に看病してくれたりする人が，まったくいないと回答した方は全体

からみるとわずかです。新型コロナウイルス感染症により，別居の家族・親族や地域の人と会う機会が減少

はしたものの，社会的に孤立した人が増加したような結果ではありませんでした。高齢化が進行する中，日

常的な見守りや助け合いは一層重要になるため，「互助」意識の啓発や，地域における支え合いの体制づく

りの推進に努める必要があります。 

 

６ 健康について 
 

前回調査と比較して，主観的な健康状態やうつのリスクに大きな変化はみられません。 

健康を維持することは，介護予防・重度化防止につながります。引き続き，健康維持のための施策や，介

護予防やうつの予防等が必要です。 

 

７ 地域包括支援センターについて 
 

地域包括支援センターの認知度は，全体としては大きな変化はみられません。地区別にみると，中央地区

において他地区よりも認知度が低い傾向がみられました。本市の中心的な地区で，近年マンションの建設も

進んでおり，町内会未加入者も多いことから，地域とのつながりや生活に必要な情報取得手段が十分でな

い可能性があります。 

地域包括支援センターの周知だけではなく，地区によっては社会的孤立状態の人が潜在している可能性

を考慮し，地域と連携しながら情報提供を行う必要があります。 

 

８ その他 
 

（１）在宅医療 

市内には在宅医療を行う医療機関が多数ありますが，在宅医療の認知度は約２割で，年齢による傾向

の違いはみられません。また，自宅で最期を迎えることを望む方が約４割でしたが，実際は病院で最期を

迎えるだろうと考える方が約４割と最も多くなっています。 

在宅ターミナルケアを実施するには，家庭の状況も重要になってくるため，本人の意向や医療機関の状

況だけで実現するものではありませんが，在宅医療についての市民の理解を促進することで，高齢者本

人の意向をより反映したACPを行うことができ，地域での自分らしい暮らしの実現につながるものと考

えます。 
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（２）ボランティア活動 

ボランティア活動への関心は，前回調査と比較して，「参加したことはなく，興味もない」と回答した方の

割合が増加しています。また，ボランティアの利用意向については，前回調査と大きな変化はなく，利用し

たくないと回答した方の理由として，「ボランティアにお願いすることを負担に感じる」や「公的サービスや

民間サービスを利用したい」が多く回答されています。 

全体として，ボランティア活動の意義や重要性についての認識が十分ではなく，引き続き市民に向けて

啓発を行う必要があります。 

 

（３）認知症 

将来の不安として，判断能力がなくなった後のことと回答する割合が最も高く，認知症への不安は高い

ものと考えられます。一方で，認知症に関する相談窓口を認識している方は約３割となっています。認知

症予防に関する普及啓発を行うとともに，症状が出た際に円滑に相談ができるように，地域包括支援セン

ターや認知症に関する相談のできる医療機関の周知に努める必要があります。 

 

（４）スマートフォンの所持 

６５～６９歳では約９割がスマートフォンを所持していますが，高齢になるにつれ所持率は低下し，８０歳

以上になると約３割となっています。高齢者に関する情報発信手法や緊急時の連絡について，こうした現

状を踏まえて検討する必要があります。 
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